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太陽をあびながら水遊びをする子どもたち 
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水
難
事
故
か
ら
 

子
ど
も
を
守
ろ
う
 

水
の
恋
し
い
シ
ー
ズ
ン
が
訪
れ
て
き
ま
 

し
た
。
こ
ど
も
た
ち
は
、
も
う
水
遊
び
を
 

し
た
く
て
た
ま
ら
ず
、
水
に
ひ
か
れ
て
い
 

ま
す
。
そ
し
て
今
年
も
早
く
も
何
人
か
の
 

幼
い
尊
い
命
が
水
魔
の
た
め
に
奪
わ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

照
り
つ
け
る
太
陽
を
浴
び
な
が
ら
、
水
 

遊
び
を
し
た
が
る
の
は
当
然
で
す
。
あ
ぶ
 

な
い
か
ら
た
だ
（
い
け
ま
せ
ん
f

と
頭
か
 

ら
水
遊
び
を
禁
じ
る
の
は
余
り
に
も
か
わ
 

い
そ
う
で
す
。
水
に
親
し
み
な
が
ら
た
の
 

し
い
夏
休
み
を
過
ご
さ
せ
、
一
人
で
も
犠
 

牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
平
素
か
ら
注
意
 

し
て
水
難
事
故
を
防
ぎ
ま
し
さ
つ
。
 

町の人口 

(6月） 

4,649人 

5, 188人 

9,837人 

男 

女 

総人口 

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
 

水
泳
指
定
場
所
 

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
 

各
学
校
で
は
次
の
施
設
を
 

水
泳
指
定
場
所
に
決
め
ま
し
 

た。 ・
上
野
小
学
校
は
 

青
年
の
家
プ
ー
ル
 

・
市
場
小
学
校
は
 

市
場
校
プ
ー
ル
 

・
赤
池
中
学
校
は
 

中
学
校
プ
ー
ル
 

こ
の
指
定
場
所
以
外
で
は
 

絶
対
に
泳
い
で
は
い
け
ま
せ
 

ん。 
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門
か
 

報
 

広
 け い

 
あ
 

報
 

広
 

町
 
の
 
予

算

 

一
億
九
千
一
一
百
十
九
万
」
ハ
千
円
 

入
財
政
事
情
の
あ
ら
ま
し
V
 

赤
池
町
昭
和
四
十
二
年
度
一
般
会
計
十
 

算
は
一
億
九
千
ニ
百
十
九
万
六
千
円
特
別
 

会
計
の
一
億
四
千
四
百
五
十
六
万
」
羊
円
 

総
額
三
億
」
王
ハ
百
七
十
五
万
九
千
円
 

で
、
こ
れ
ら
の
予
算
は
わ
た
し
た
ち
の
生
 

活
に
直
接
関
係
す
る
も
の
で
、
「
町
の
台
 

所
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」
 
「
わ
た
し
た
 

ち
の
納
め
た
お
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
 

て
い
る
か
」
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
 

町
の
財
政
事
情
の
あ
ら
ま
し
を
と
り
上
げ
 

て
み
ま
し
た
．
 

木
町
は
産
炭
地
と
し
て
多
く
の
難
問
題
 

を
多
く
か
か
え
毎
年
苦
し
い
財
政
運
営
を
 

“
ナ
て
い
ま
す
が
、
本
年
破
w
肘
源
の
主
 

力
と
オ
‘
可
税
の
徴
収
見
込
み
額
が
人
口
 

減
な
ど
の
影
な
 

・
び
慨
夢
国
か
ら
e
財
 

政
援
助
で
あ
る
地
方
 

税
や
、
そ
の
他
 

の
補
助
金
が
高
い
率
を
示
し
、
国
や
県
へ
 

の
依
存
度
は
年
々
高
ま
る
傾
向
に
あ
り
ま
 

す
ー
こ
う
し
た
状
勢
の
も
と
で
の
本
年
度
 

の
予
算
編
成
は
住
民
福
祉
に
充
分
こ
た
え
 

。
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
消
費
的
な
経
 

費
蚕
節
減
し
て
建
設
的
な
投
資
を
と
り
ト
 

け
て
効
果
的
な
財
源
配
分
に
努
め
ま
し
 

た。 

一
歳
匹
 

町
税
を
種
目
別
に
見
ま
す
と
 

町
 
民
 
税
 

七
、
七
五
六
千
円
 

固
定
資
産
税
 

一
四
、
四
一
七
千
円
 

軽
自
動
車
税
 

一
、
六
「
パ
千
円
 

町税の概要 
電気ガス脱 

1 .554「・Iリ 

5 % 

軽自動中脱 
1,638 臼り 
5 ％ 人口9,837人 

ー般会計才出の概要 

31. 412 119 
35.001 多 
29,226 ' 
24,319 中 
10

,545

9 . 158 

〇
た
ば
こ
消
費
税
 

五
、
七
一
七
千
円
 

〇
電
気
ガ
ス
税
 

一
、
五
五
四
千
円
 

〇
鉱
 
産
 
税
 

一
一
、
三
七
〇
千
円
 

、
？
、
 

ト・ 

の
地
方
的
差
異
に
よ
る
地
方
財
政
の
不
均
 

IT
ー
 

！三ロ 会
 

般
 

一 

h
舞詳舞費一 

醜
「
慧
麗
蕗
騒
嘱
議
鶏
舞
」
噌
が
長
期
 

夏
休
み
に
泳
げ
る
よ
う
に
 

中
学
校
の
プ
ー
ル
工
事
 

中
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
工
事
が
急
ピ
ッ
 

ヂ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
．
 

こ
の
r
事
は
」
耳
一
日
か
ら
「
緊
就
事
 

業
」
で
始
め
ら
れ
、
長
さ
二
十
五
米
、
幅
 

十
五
米
、
七
コ
ー
ス
で
他
に
ス
タ
ン
ド
や
 

更
衣
室
な
ど
を
併
設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
 

い
ま
す
〈
 

7,772.
7.529 ' 
6,991 ク 
6,964 
3.231 ク 
3,000 , 
2,る03 ノ‘ 
1.047 * 

192, 196 " 

総 務 1' 

民 生 l' 
I 
諾 支 出 金 

公 債 費 
巌 会 費 

消 防 費 
r 備 費 
災 害 衝 旧 費 
商 「 費 

36.0叩 
34 , 000 
32,000 
30,0 00 
28,000 
26, 000 
24 .0叩 
22,000 
20,000 
18,000 
16,000 
14,0叩 

12. 000 
10,0叩 
8,000 
6,000 
4,000 
2,000 

千円 
' 

私
た
ち
は
こ
の
一
年
間
に
 

ど
の
よ
う
な
税
を
納
め
る
か
 

o
町
の
総
予
算
か
ら
見
た
 

一
人
当
り
の
予
算
 

一
九
、
五
三
八
円
 

〇
自
主
財
源
か
ら
見
た
 

一
人
当
り
の
税
 

三
、
四
〇
〇
円
 

そ
 
の
 
他
 

f
 
備
 
費
 

消
 
防
 
費
 

衝
 
生
 
費
 

議
 
会
 
費
 

公
 
債
 
費
 

農
林
水
産
費
 

諸
支
出
金
 

士
 
木
 
費
 

民
 
生
 
費
 

総
 
務
 
費
 

教

育

費

 

労
 
働
 
費
 

町
の
予
算
か
ら
見
た
教
育
 

費
は
ど
の
よ
う
な
比
率
を
 

占
め
て
い
る
か
 

〇
町
の
予
算
か
ら
見
た
教
育
費
 

の
占
め
る
比
率
は
一
八
・
一
一
 

一
％
で
中
学
校
児
童
一
人
当
 

り
年
間
経
費
は
五
、
〇
七
〇
 

円
小
学
校
は
七
、
九
ニ
六
 

'
 

済
み
歳
入
額
か
ら
一
定
の
割
合
で
経
済
力
 

等
を
国
の
力
に
よ
っ
て
是
正
し
よ
う
と
し
 

て
地
方
公
共
団
体
に
交
付
さ
れ
る
も
の
。
 

▼
国
県
支
出
金
「
四
四
、
六
六
一
千
円
」
 

は
緊
就
事
業
や
一
般
失
対
、
公
営
住
宅
、
・
 

伽
一
歳
出
一
，
 

ん
 

こ
の
プ
ー
ル
の
完
成
は
八
月
頃
に
な
り
 

ま
す
が
、
今
夏
、
生
徒
た
ち
に
泳
い
で
も
 

ら
お
う
と
工
事
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
 

の
上
事
が
完
成
し
ま
す
と
、
毎
年
叫
ば
れ
 

て
い
る
「
こ
こ
で
泳
い
で
は
危
険
で
す
」
 

は
こ
の
プ
ー
ル
完
成
で
緩
和
さ
れ
る
も
の
 

と
思
い
ま
す
。
 

（完成を急ぐ中学プールの工事） 
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円
と
な
っ
て
い
、
A
す
。
〇
公
民
館
費
 

は
、
中
央
公
F
館
建
設
費
や
青
年
の
 

家
維
持
費
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
．
 

教育費の概要 議
長
就
任
の
挨
拶
 

赤
池
町
議
会
議
長
 

池

 

田

 

勝

 

去
る
五
月
ニ
士
百
の
初
議
会
に
お
い
 

て
、
議
員
各
位
の
推
薦
に
よ
り
私
が
赤
池
 

町
議
会
の
議
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
こ
と
 

は
、
ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
と
す
る
と
 

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

池 田 議 長 

議
会
は
い
う
ま
で
も
な
く
会
議
に
よ
っ
 

て
町
政
の
重
要
な
事
項
を
決
定
す
る
機
関
 

で
あ
り
ま
す
の
で
そ
の
主
宰
者
た
る
議
長
 

の
職
責
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
こ
と
を
痛
 

感
い
た
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

浅
学
非
才
の
私
、
荒
廃
し
た
産
炭
地
の
 

町
行
政
の
振
興
対
策
に
全
議
員
と
共
に
鋤
 

歳
出
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
各
課
 

の
予
算
費
目
の
中
に
職
員
給
与
が
合
ま
れ
 

、
ま
す
。
主
な
歳
出
は
次
の
と
お
り
で
 

す． 
●
総
務
費
L
一
（
務
関
係
及
び
税
務
課
の
経
 

費
が
主
で
選
挙
叱
＼
に
必
要
な
経
費
や
統
 

計
そ
の
他
の
経
費
‘
 
ら
て
い
ま
す
。
 

●
教
育
費
は
学
校
関
係
の
管
理
費
が
ほ
と
 

ん
ど
で
す
が
、
社
会
教
育
、
公
民
館
活
動
 

費
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

●
議
会
費
は
議
会
関
係
に
必
要
な
経
費
で
 

す。 ●
民
生
費
は
老
人
ホ
ー
ム
管
理
費
・
社
会
 

福
祉
管
理
費
・
国
民
年
金
事
務
費
・
児
童
 

歳 入 

金 額 

千円 
33,453 

66,000 

1,737 

3,374 

44,661 

11 lCn 

款 

町 税 

地方交付税 

分担金及び負担金 

ミ用料及び手数料 

国庫支出金 

支 出 金 

・

！

 
・
‘
J
 

、一~一 

き
、
産
炭
地
農
業
の
振
興
、
第
一
 

・ 

」
満
の
・
g
に
運
営
せ
ら
れ
る
よ
う
及
ば
 

鉱
命
延
長
、
中
小
商
工
企
業
の
タ
ー
 
興
‘
，
ず
な
が
ら
誠
心
誠
意
を
も
っ
て
努
力
い
た
 

を
計
り
、
な
お
住
宅
建
設
に
依
り
人
口
の
 

，
落
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
町
民
各
位
に
 

増
加
を
計
っ
て
地
域
住
民
の
福
祉
を
守
り
 

お
か
れ
て
も
何
卒
ご
協
力
を
賜
わ
る
よ
う
 

、
，
ブ
監
査
委
員
 

〇
委
 

員
 

清
 
原
 
義
 
則
 

◇
消
防
委
員
 

〇
委
員
（
議
会
）
小
 
松
 

乍
ら
世
論
の
動
行
を
注
視
し
て
、
私
は
町
 

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

ク
 

民
代
表
で
あ
る
全
議
員
の
意
思
を
尊
重
 

甚
だ
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
議
長
就
任
 

ク
 

し
、
あ
く
ま
で
も
議
会
が
公
正
に
し
か
も
 

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
 

〇
委
員
 

I
…
・
一
‘
‘
●
・
‘
・
？
、
・
・
》
・
、
J
%
？
・
？
●
・
●
、
‘
、
‘
I
●
．
…
・
J

、
‘
‘
．
・
・
ご
、
・
一
・
・
、
‘
．
．
■
・
●
・
，
・
、
‘
「
‘
・
・
、
・
．
．
一
 

各
常
任
委
員
決
る
 

五
月
行
な
わ
れ
ま
し
た
初
議
会
で
新
し
 

い
役
員
が
次
の
各
氏
に
決
ま
り
ま
し
た
。
 

〇
町
議
会
議
長
 

池
 
田
 

勝
 

経
歴
 
田
川
郡
議
長
会
理
事
 

田
川
郡
農
委
会
支
部
長
 

県
自
創
協
会
理
事
兼
 

筑
豊
支
部
長
 

〇
町
議
会
副
議
長
 
宇
部
宮
 
重
 
次
 

◇
総
務
委
員
会
 

O
委

員

長

 

〇
副
委
員
長
 

O
委
 

員
 

ク
 

?
 

0 0 0 0 0 0 

ク ’二妻誉言是ククク委署貧命 
員長長業 員長長生 

〇
副
委
員
長
 

〇
委
 

員
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

建 委 

7tz j: /J\ 1, 3L.E t'L F4. *1 器+熱 ?U 2i1 -1;.J fB業Eli lii 
忠慧器ご篠巧勝募買器器麗 

特
別
委
員
並
び
に
 

そ
の
他
の
委
員
決
る
 

◇
水
道
特
別
委
員
会
 

〇
委
員
長
 

〇
副
委
員
長
 

O
委
 

員
 

ク
 

?
 

西田小木太IlfI 

村 口 松村田1 章 

正 政 亀隆 

人功清忠作男 

◇
産
炭
地
振
興
特
別
委
員
会
 

〇
委
員
長
 

立
 
花
 
全
兵
衛
 

〇
副
委
員
長
 

太
 
田
 
勝
 
治
 

〇
委
 

員
 

清
 
原
 
義
 
則
 

ク
 

早
 
麻
 

豊
 

ク
 

山
 
下
 
次
 
男
 

◇
町
立
病
院
建
設
準
備
一
 

特
別
委
員
会
 

o
委

員

長

 

井
 
上
 
牛
之
助
 

〇
副
委
員
長
 

十
 
時
 

O
委
 

員
 

伊
 
川
 
重
 

ク
 

池
 
永
 
輝
 

ク・
 

（ト 

野
 
清
 
友昭彦募 

◇
天
郷
青
年
の
家
 

組
合
議
会
議
員
 

〇
議
 

員
 

立
 
花
 
全
兵
術
 

（
田
川
市
赤
池
組
合
副
議
長
）
 

ク
 

伊
 
川
 
重
 
彦
 

ク
 

十
 
時
 

募
 

◇
伝
染
病
院
組
合
議
会
議
員
 

〇
議
 

員
 

船
 
津
 
隆
 
馴
 

0 000 
◇I Iー ー メ L ,. A L 一委型型委◇ 

将クククククククク’ 奮雷員観 
別 員長長長光 
観 促 

＝仁‘止ヒ市」1 光『I,1望」士：十三喜自ハ「コて‘r 七いよh中山H,4＋進 
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盤 者b き 
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」， 
回’二lり ‘ うェミ実,I」券奪S 男豊術2欠1］券彦三助栄liii 

学 7肖 
識 防 

定l山松松白 青早西 

宗口岡井川柳廊済寸 

近利幸 勝1恵 正政 

雄郎男猛二二実 豊人清 

、 

◇
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
 

〇
会
 

長
 

船
 
津
 

〇
副
会
長
 

十
 
時
 

〇
委
．
 

員
 

宇
 
野
 

O
委
員
（
医
師
）
内
 
田
 

ク
 

今
 
川
 

ク
 

上
 
村
 

〇
委
員
（
瞬
趣
）
 
近
 
藤
 

ク
 

立
 
花
 

ク
 

池
 
永
 

杉 
淡知波清 隆 

近夫 一 郎和夫友募男 



(5） 広 報 あ か い け (4) 十
ノ
 

・力 あ
 

報
 

広
 

、
 
'
 

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
 

ク
住
宅
難
に
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
4
 

県
営
住
宅
「
五
百
戸
」
要
望
 

赤
池
町
は
県
営
住
宅
」
五
百
戸
」
の
誘
 

致
運
動
を
強
力
に
す
す
め
て
来
ま
し
た
と
 

こ
ろ
県
は
町
の
立
地
条
件
等
を
調
査
し
た
 

結
果
本
年
度
は
と
り
あ
え
ず
「
二
十
戸
乃
 

至
三
十
戸
」
程
度
の
住
宅
を
建
築
す
る
こ
 

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

本
町
は
産
炭
地
振
興
町
と
し
て
、
こ
れ
 

ま
で
企
業
誘
致
運
動
を
続
け
る
片
セ
h
国
 

宅
難
を
解
消
す
る
た
め
「
国
に
お
い
て
は
 

一
世
帯
一
住
宅
政
策
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
 

す
」
町
に
お
い
て
も
住
宅
対
策
、
特
に
低
 

所
得
者
の
住
宅
対
策
、
に
力
を
い
れ
昭
和
 

」
干
九
年
度
よ
り
五
カ
年
計
画
で
す
す
め
 

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
県
営
住
宅
は
昭
和
四
十
二
年
度
か
 

ら
五
カ
年
計
画
で
五
〇
〇
戸
の
建
築
を
要
 

望
し
て
き
ま
し
た
が
、
時
の
財
政
事
情
に
 

よ
り
変
更
が
あ
り
ま
す
。
 

立
て
て
か
ら
こ
れ
ま
で
四
ニ
戸
建
築
し
た
 

こ
と
に
な
り
ま
す
．
 

本
年
度
は
上
の
原
団
地
に
コ
干
」
ハ
 

戸
」
の
町
営
住
宅
と
警
察
派
出
所
附
近
に
 

労
働
省
、
法
務
省
の
官
公
舎
の
住
宅
四
戸
 

町
の
住
宅
難
は
昭
和
四
十
四
年
か
ら
緩
 

の
建
築
が
こ
の
ほ
ど
決
り
ま
し
た
。
 

和
さ
 11 
る
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
o
 

町
営
住
宅
は
低
所
得
者
の
住
宅
で
規
模
 

公

舎

住

宅

 

一 

町
が
昭
和
」
干
九
年
か
ら
住
宅
対
策
を
 

飼
い
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
 

取
締
り
条
例
で
き
 

こ
の
条
例
は
飼
い
犬
が
人
畜
、
そ
の
他
 

に
害
を
加
え
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
 

こ
の
ほ
ど
飼
い
犬
取
締
条
例
が
設
置
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

飼
い
主
は
飼
い
犬
を
飼
育
又
は
管
理
し
 

て
い
る
場
所
に
お
い
て
、
囲
い
の
中
に
飼
 

い
、
又
は
鎖
で
つ
な
ぐ
等
の
方
法
で
飼
い
 

犬
が
人
畜
そ
の
他
に
害
を
加
え
る
こ
と
の
 

な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
し
て
お
か
な
け
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
又
連
れ
出
す
者
は
飼
 

い
犬
に
綱
又
は
鎖
を
つ
け
て
、
ト
書
を
か
む
 

r一…ーー“‘ 一一…‘ー一、‘ "‘一 」I‘一 

七割の家庭で読んでいる 派出所が完成 

旧
赤
池
橋
の
そ
ば
に
田
川
警
 

察
署
、
赤
池
派
出
所
が
こ
の
ほ
 

ど
完
成
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
稲
荷
町
に
あ
り
ま
 

し
た
が
建
物
が
老
朽
化
し
た
た
 

め
，
現
在
の
位
置
に
移
転
し
ま
 

し
た
。
 

る
 

お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
ロ
輪
を
か
け
る
こ
 

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

飼
い
主
は
飼
い
犬
の
い
る
こ
と
を
明
ら
 

か
に
す
る
た
め
そ
の
住
居
の
門
戸
そ
の
他
 

人
の
見
や
す
い
個
所
に
規
則
で
定
め
る
様
 

式
を
表
示
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
措
置
命
令
に
従
 

わ
な
か
っ
た
者
は
最
高
一
万
円
以
下
の
罰
 

金
又
は
科
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
 

ま
す
．
 

、 

、 

、 

救急車を 購入 

1 町立病院I 

町立病院にこのほど救急車が配置 
されました。 

町立病院の電話番号は 
赤池局 137番 
有 線 44の3番 

「
広
報
あ
か
い
け
」
 
の
世
論
調
査
 

」
 

町
政
を
よ
く
知
っ
て
い
た
 

だ
く
た
め
広
報
紙
（
あ
か
い
 

け
）
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
方
に
こ
の
広
報
紙
が
 

ど
つ
読
ま
れ
て
い
る
か
、
ど
 

ん
な
点
を
あ
ら
た
め
た
ら
よ
 

い
か
、
中
学
校
の
生
徒
の
父
 

兄
八
百
人
を
対
象
に
世
論
調
 

査
を
し
ま
し
た
。
貴
重
な
ご
 

意
見
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
 

ま
し
た
。
 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
世
論
 

調
査
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

「
周
些
月
氏
、
5
文
紀
有
 

（配置された救急車） 

五
百
四
十
五
枚
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
」
 

町
で
し
て
い
る
仕
事
は
 

何
ん
で
知
り
ま
す
が
 

〇
回
 
覧
 
板
 

四
「
 

三
％
 

〇
広
報
あ
か
い
け
 

三
三
 

一％ 

〇
掲
 
示
 
板
 

五
 
〇
％
 

o
役
場
の
職
員
か
ら
聞
く
 
二
 
二
％
 

o
有
線
放
送
 

一一 

四
％
 

〇
そ
 
の
 
他
 

七
 
〇
％
 

O
回
覧
板
、
広
報
紙
で
町
の
仕
事
や
行
 

事
を
知
る
入
が
七
割
を
し
め
て
い
ま
す
 

が
、
ま
だ
完
全
に
行
き
わ
た
っ
て
い
な
い
 

よ
つ
で
す
。
―
係
で
は
町
政
を
よ
く
知
っ
て
 

い
た
だ
く
た
め
、
広
報
機
関
を
通
じ
て
周
 

旧
散
』
国
ナ
ら
上
う
野
り
、
ヒ
ノ
主
す
（
 

「
 

売

り

町

 て
『
（
 

は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
工
事
は
＋
月
か
ら
 

着
工
し
ま
す
が
完
成
は
来
年
の
「
耳
末
の
 

予
定
で
す
。
 

ク
‘
？
、
J
ゲ
A
 

(
 「 

よ
 
年

を

 す
『
（
 

「
 

、
I
」
、
ガ
‘
、
み
ゲ
A
J
、〉Jl
>J
&
j
】、 

中
央
公
民
館
の
建
設
 

計
画
進
む
 

中 央 公 民 館 姿 図 

町立病院 

宿直 医師 

7月22日（土）尾辻医師 

" 23日 （日）尾辻医師 

" 29日 （土）石尾医師 

'I 30日 （日）石尾医師 

赤
池
町
中
央
公
民
館
の
建
設
計
画
が
進
 

め
ら
れ
て
い
ま
す
．
 

こ
れ
ま
で
町
中
央
公
民
館
は
役
場
に
あ
 

る
第
二
公
民
館
と
元
保
健
会
館
（
公
民
館
 

と
改
称
）
集
会
や
ク
ラ
プ
の
研
 

、 

数

す

台

 ま
・
》
 

、
 

い
 

ー
 

】 

、
 へ 

》つ 

ハ 

よ
 

ノ
し
 

、 
て
（
、
 

」立 

・、
 

役
 
」 

こ
 

！ 

!

'

 
1 

h
ノ
 

り
 

一 

ノ
、
 

・！
 

、 

Y
！ 

わ
 
の
 
財
4
つ
 

」
 

、 
で
 

、
ま
 

？ 

・‘し 

』
買
 

い
 
六
胆
 
n

一 

） 

内
 

飯

つ

が

そ

（

 

） 
町
 

一嚇 

『
票
 発

 
』
 

如
 
へ
 

一

 

バ
 
心
 

心
 
旬

 
」
 
）
 

（
タ
 
タバコを町内の販売店で買われますと販売本数によっ ’I 

てタバコ （消費税） として町の税収入となります。年間‘, 

約五百万円くらいが赤池町の財源となり、町の台所をう i 
' 

刈
 
「 

る
・
一
 

明
 
〕 

●
）
よ
 

，< 

ー
．
 

、
 

る
 
「 

修
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
 

本
来
の
公
民
館
設
備
の
機
能
は
 

う
す
く
不
便
を
感
じ
て
い
ま
し
 

た。 五
月
開
催
さ
れ
た
町
議
会
に
 

公
民
館
設
置
案
が
提
出
さ
れ
満
 

場
一
致
で
可
決
さ
れ
多
年
待
望
 

の
建
設
を
み
る
に
至
っ
た
の
で
 

あ
り
ま
す
。
町
内
の
義
務
教
育
 

の
施
設
は
完
備
し
て
一
応
の
目
 

的
は
遂
行
し
た
の
で
あ
り
ま
 

す。 こ
の
公
民
館
の
建
物
は
近
代
 

的
で
極
め
て
実
用
的
で
便
利
に
 

し
か
も
心
易
く
町
の
皆
さ
ん
と
 

接
し
や
す
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

中
央
公
民
館
建
設
の
国
庫
補
 

助
の
内
示
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
 

ま
し
た
の
で
建
築
工
事
の
着
工
 

は
秋
ご
ろ
に
な
り
そ
う
で
す
西
 

場
所
は
役
場
の
横
“
 

厚
生
年
金
の
 

被
保
険
者
証
を
 

す
す
む
中
学
校
運
動
場
 

の
拡
張
工
事
 

~―配水池が完成―~ 

~ 」上水道」-1 

（三分の一埋った拡張工事） 

こ
の
配
水
池
は
市
場
 

の
水
源
池
か
ら
一
号
 

配
水
池
「
元
北
町
バ
ッ
 

ク
）
に
貯
水
さ
れ
て
更
 

に
二
号
配
水
池
（
伏
 

原
）
に
送
水
す
る
た
め
 

の
中
継
送
水
ポ
ン
プ
が
 

据
付
け
ら
れ
て
い
る
ポ
 

ン
プ
室
で
あ
り
ま
す
．
 （完成した配水池） 

ー
 

q
て
被
保
険
者
の
資
格
を
層
得
し
た
と
き
 

た
い
せ
つ
に
 

厚
生
年
金
の
老
令
、
障
害
、
遺
族
な
ど
 

の
年
金
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
 

、
年
金
裁
定
請
求
書
に
か
な
ら
ず
被
保
険
 

者
証
を
添
え
て
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
。
と
い
「
つ
の
は
、
厚
生
年
金
の
被
保
険
 

者
証
に
は
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ
 

た
期
間
や
、
標
準
報
酬
を
記
録
し
て
い
る
 

被
保
険
者
台
帳
の
記
号
番
号
が
記
載
さ
れ
 

て
お
り
、
こ
の
記
号
番
号
に
よ
っ
て
年
金
 

給
付
の
受
給
資
格
期
間
の
あ
る
こ
と
を
証
 

明
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
 

り
被
保
険
者
証
が
な
い
と
受
給
資
格
を
証
 

明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
 

そ
こ
で
つ
ぎ
の
こ
と
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
 

意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

①
被
保
険
者
証
は
、
は
じ
め
て
厚
生
年
金
 

の
適
用
事
業
所
に
勤
め
た
と
き
（
は
じ
め
 

広
報
あ
か
い
け
は
 

届
い
て
い
ま
す
か
 

o
届
い
て
い
る
 

六
二
・
二
％
 

o
時
女
届
い
て
い
る
 

二
八
・
四
％
 

O
全
然
届
い
て
い
な
い
 

七
・
七
％
 

O
そ
 
の
 
他
 

一
・
七
％
 

、
広
報
紙
は
全
戸
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
 

が
、
届
か
な
い
家
庭
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
 

り
ま
し
た
。
も
し
届
か
な
い
家
庭
が
あ
り
 

ま
し
た
ら
、
公
民
館
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
 

広
報
あ
か
い
け
を
 

読
ん
で
い
ま
す
か
 

o
読
ん
で
い
る
 

六
四
 
二
％
 

o
時
夫
読
ん
で
い
る
 

二
三
 

一％ 

O
読
ん
で
い
な
い
 

八
 
二
％
 

o
読
ま
な
い
時
の
方
が
多
い
三
 
五
％
 

O
そ
 
の
 
他
 

一 

〇
％
 

も
っ
と
よ
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
 

勺
雪
●
発
起
す
る
よ
う
男
カ
n
ヒ
J
ま
す
 

ど
ん
な
記
事
を
 

の
せ
た
ら
よ
い
か
 

o
町
政
の
記
事
 

三
五
・
四
％
 

o
町
民
の
投
稿
 

一
一
〇
・
一
％
 

o
日
常
生
活
に
役
立
つ
記
事
三
九
・
一
％
 

O
そ
 
の
 
他
 

五
・
四
％
 

毎
月
発
行
が
望
ま
し
い
か
 

O
望
ま
し
い
 

」
ハ
九
・
〇
％
 

o
現
行
で
よ
い
 

一
一
〇
・
七
％
 

O
そ
 
の
 
他
 

一
〇
・
三
％
 

回
覧
板
に
つ
い
て
 

〇
は
や
く
届
い
て
い
る
 

二
七
・
八
％
 

〇
遅
 
れ
 
る
 

一
一
一
一
・
」
死
 

〇
役
に
立
た
な
い
 

一
言
九
％
 

o誤
麗
露
は
 

三四・九％ 

O
そ
 
の
 
他
 

一
一
・
一
％
 

役
に
立
た
な
い
と
い
う
苦
情
も
あ
り
、
な
 

る
べ
く
早
く
回
す
よ
「
つ
こ
レ
ま
す
。
 

' 

麦
付
さ
れ
た
も
の
を
一
生
使
う
こ
と
に
 

な
っ
て
い
る
。
 

②
あ
る
事
業
所
を
や
め
て
も
（
被
保
険
の
 

資
格
を
失
っ
て
も
）
被
保
険
者
証
を
返
納
 

す
る
必
要
は
な
い
。
そ
の
ま
ま
た
い
せ
つ
 

に
保
管
し
て
お
く
こ
と
。
 

③
再
度
新
し
い
事
業
所
に
勤
務
し
た
と
き
 

は
、
か
な
ら
ず
こ
の
被
保
険
者
証
を
新
し
 

い
事
業
主
に
提
出
す
る
こ
と
。
事
業
主
は
 

赤
池
中
学
校
運
動
場
の
第
一
期
拡
張
工
 

事
が
去
年
の
十
ニ
月
か
ら
始
め
ら
れ
、
現
 

在
第
二
期
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
こ
の
工
事
は
中
学
横
の
溜
他
 

を
三
分
の
二
ほ
ど
埋
め
る
こ
と
に
な
り
ま
 

す
。
こ
れ
ま
で
中
学
運
動
場
は
狭
く
、
各
 

種
の
ク
ラ
ブ
が
使
用
す
る
た
め
の
び
の
び
 

と
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
運
 

動
場
が
完
成
し
ま
す
と
、
本
来
の
中
学
校
 

体
育
の
機
能
が
十
分
発
揮
で
き
る
こ
と
に
 

な
り
ま
す
．
 

完
成
は
十
ニ
月
の
予
定
で
す
。
 

安
ら
ぎ
の
場
、
娯
楽
室
 

な
ど
で
き
る
 

「
老
人
ホ
ー
ム
」
 

赤
池
町
立
老
人
ホ
ー
ム
に
集
会
場
の
建
 

築
が
こ
の
ほ
ど
決
り
ま
し
た
。
 

こ
の
集
会
場
の
広
さ
は
一
一
八
へ
ー
べ
 

（
三
＋
五
坪
）
で
ニ
十
七
畳
の
大
広
間
や
 

ホ
ー
ル
、
仏
間
な
ど
が
設
備
さ
れ
る
こ
と
 

に
な
り
ま
す
．
 

こ
の
建
築
に
必
要
と
す
る
経
費
の
％
 

が
国
県
の
補
助
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
 

ま
す
。
 

老
人
ホ
ー
ム
に
は
い
ま
（
五
十
一
人
‘
 

の
お
年
寄
り
が
共
同
生
活
を
し
て
い
ま
 

す
。
わ
が
国
は
昔
か
ら
孝
道
が
非
常
に
尊
 

ば
れ
長
老
を
敬
う
こ
と
を
き
わ
め
て
重
ん
 

じ
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
戦
後
敬
老
の
思
想
 

が
普
及
さ
れ
、
こ
の
老
人
ホ
ー
ム
は
国
の
 

補
助
金
に
よ
づ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
 

j
ま
す
h
 

)
 

,
 

》・ 

浄
被
農
者
証
を
社
会
農
霧
所
に
 

提
出
し
、
記
島
番
号
を
確
認
し
て
も
ら
 

う。 
④
な
お
、
万
一
、
被
保
険
者
証
を
な
く
し
 

た
り
、
破
い
た
り
し
た
と
き
は
．
社
会
保
 

険
事
務
所
に
申
請
し
て
再
交
付
を
う
け
る
 

こ
と
が
で
き
る
。
 

こ
の
よ
う
に
被
保
険
者
証
は
た
い
せ
つ
 

な
も
の
で
す
か
ら
預
金
通
帳
と
同
様
貴
重
 

品
扱
い
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

世
帯
更
生
資
金
を
 

借
り
る
に
は
 

世
帯
更
生
資
金
制
度
が
発
足
し
て
、
こ
 

と
し
で
十
六
年
目
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
 

ったh 
こ
の
制
度
は
「
生
活
に
困
っ
た
人
々
を
 

一
人
で
も
多
く
自
立
更
生
さ
せ
よ
う
と
い
 

う
」
社
会
奉
仕
の
熱
意
か
ら
発
展
し
て
き
 

た
制
度
で
あ
る
。
 

O
 
資
金
の
目
的
 

こ
の
貸
付
資
金
制
度
の
自
的
は
「
低
所
 

得
世
帯
に
対
し
資
金
の
貴
付
け
と
必
要
な
 

福
岡
県
か
ら
戦
没
者
遺
族
の
特
別
弔
慰
 

金
に
つ
い
て
お
し
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

こ
の
特
別
弔
慰
金
は
、
昭
和
十
六
年
十
 

二
月
八
日
以
降
に
な
く
な
ら
れ
た
戦
没
者
 

A
の
遺
族
で
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
現
在
、
 

そ
の
戦
没
者
に
つ
い
て
、
遺
族
の
う
ち
だ
 

れ
も
公
務
扶
助
料
や
、
遺
族
年
金
な
ど
を
 

も
ら
っ
て
い
な
い
場
合
に
限
り
、
戦
没
者
 

の
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
 

兄
弟
姉
妹
の
順
に
生
存
し
て
い
る
も
の
に
 

討
レ
て
三
万
月
D
国
責
を
支
給
す
る
と
ハ
 

1 

援
助
指
導
を
行
な
い
、
経
済
的
な
自
立
と
 

生
活
意
欲
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
 

し
て
い
る
．
 

‘ 

口
 
貸
付
の
条
件
 

適
切
な
計
画
の
も
と
に
民
生
委
員
の
積
 

極
的
な
指
導
を
受
け
て
い
る
低
所
得
世
帯
 

、
ま
た
は
身
体
障
害
者
世
帯
で
、
自
立
更
 

生
の
可
能
性
が
あ
り
、
独
立
に
必
要
な
資
 

金
を
他
か
ら
借
り
入
れ
る
こ
と
が
困
難
な
 

世
帯
で
あ
る
こ
と
。
 

目
 
貸
付
資
金
の
内
容
 

資
金
の
内
蓉
に
つ
い
て
は
役
場
厚
生
課
 

社
会
係
で
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

戦
没
者
遺
族
の
特
別
 

弔
慰
金
の
お
し
ら
せ
 

i 
「
つ
も
の
で
す
。
 

ま
だ
、
請
求
さ
れ
て
い
な
い
か
た
で
、
 

こ
の
特
別
弔
慰
金
の
該
当
者
は
、
市
町
村
 

役
場
、
ま
た
は
県
庁
援
護
課
に
ご
相
談
く
 

だ
さ
い
。
 

な
お
前
回
、
五
万
円
ま
た
は
三
万
円
の
 

弔
慰
金
を
支
給
さ
れ
た
、
お
じ
・
お
ば
・
 

お
い
・
め
い
な
ど
の
か
た
に
つ
い
て
は
、
 

そ
の
受
給
者
に
限
っ
て
今
回
も
権
利
が
あ
 

り
ま
す
。
 

広
 

報
 

町

営

住

宅

 

一 

建
 
築
 

展
 
（ 



(6) 十ノ '
 

か
 

あ
 

報
 

広 
報
 

広 報 あ か い け ⑦
 

父

母

ら

の

労

働

奉

仕

で

 

一司 

児

童

遊

園

地

で

き

る

 

一厭‘ 

県
道
筋
に
立
並
ぶ
伏
原
に
父
母
の
き
も
 

い
り
で
子
ど
も
遊
園
舶
ぶ
完
成
し
ま
し
 

たロ 伏
原
町
公
民
館
長
（
浜
口
実
氏
）
の
町
 

内
会
に
は
子
ど
も
の
遊
ぶ
場
所
が
な
く
子
 

ど
も
達
は
毎
日
危
険
な
状
態
に
お
か
れ
て
 

い
ま
し
た
。
 

町
内
会
の
人
た
ち
は
子
ど
も
達
に
事
故
 

の
恐
ろ
し
さ
を
注
意
す
る
ば
か
り
で
は
な
 

く
「
子
ど
も
達
に
健
全
な
遊
ぴ
場
を
与
え
 

ね
ば
」
と
考
え
、
炭
鉱
か
ら
炭
住
の
あ
と
 

を
借
り
受
け
、
町
内
会
の
動
労
奉
仕
で
整
 

地
づ
く
り
。
す
ぐ
に
も
で
き
る
キ
ャ
ッ
チ
 

ポ
ー
ル
が
で
き
る
ぐ
ら
い
の
広
場
に
早
変
 

わ
り
、
遊
び
場
の
な
い
子
ど
も
達
の
た
め
 

に
町
内
会
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
技
術
を
出
 

し
あ
っ
て
ブ
ラ
ン
コ
や
．
シ
ー
ソ
、
鉄
棒
 

が
子
ど
も
達
に
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
 

周
囲
に
桜
の
木
を
植
樹
す
る
な
ど
、
ち
 

ょ
っ
と
し
た
簡
易
児
童
遊
園
地
が
で
き
ま
 

し
た
。
今
で
は
こ
の
遊
園
地
に
他
か
ら
子
 

ど
も
達
が
遊
び
に
来
る
よ
う
に
な
り
、
ま
 

る
で
子
ど
も
天
国
の
様
に
活
気
づ
い
て
い
 

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
皆
ん
な
の
話
し
あ
い
で
広
 

場
の
で
き
る
こ
と
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
 

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
 

み
な
さ
ん
の
町
内
で
も
広
場
づ
く
り
を
 

計
画
し
て
、
健
康
な
よ
い
子
を
育
て
ま
し
 

き
つ
。
 

自
然
に
親
し
む
大
公
望
 

ク
ラ
ブ
を
組
織
 

近
時
釣
り
は
ブ
ー
ム
を
よ
び
、
会
社
や
 

官
庁
の
厚
生
部
に
釣
り
の
会
が
組
織
さ
 

（安心して遊べるようになった子どもの広場う 

11 

、
デ
パ
十
ト
の
釣
 

貝
売
場
に
は
あ
ら
ゆ
 

る
最
新
の
道
具
が
そ
 

ろ
い
新
聞
に
も
釣
り
 

の
欄
が
設
け
ら
れ
、
 

釣
り
方
や
場
所
が
紹
 

介
さ
れ
る
よ
う
に
な
 

り
ま
し
た
。
釣
り
に
 

よ
っ
て
自
然
の
美
し
 

さ
を
知
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
 

釣
り
は
健
康
の
た
 

め
に
よ
く
、
仕
事
で
 

神
経
を
す
り
へ
ら
し
 

街
の
騒
音
に
悩
ま
さ
 

れ
る
生
活
の
中
で
自
 

己
の
健
康
の
維
持
を
 

土
器
に
よ
っ
で
町
の
歴
史
を
知
る
 

ー
町
民
の
協
力
が
ほ
し
い
ー
 

本
町
は
田
川
郡
市
ニ
力
所
し
か
な
い
棚
文
 

式
土
器
（
」
手
年
前
）
の
出
土
し
た
地
区
 

で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
調
査
し
て
人
間
生
活
 

の
状
態
を
理
解
し
、
町
歴
史
を
つ
く
る
意
 

欲
に
も
え
て
い
る
。
 

福
智
山
病
院
敷
地
（
弥
生
式
土
器
二
千
 

年
前
）
鋤
木
田
古
墳
（
二
千
年
前
）
横
穴
 

》
婦
（
千
六
百
年
前
）
の
調
査
を
開
始
し
 

た
。
資
料
不
足
で
充
分
な
調
査
が
で
き
な
 

い
の
ビ
困
、
て
い
い
E
す。 

轟
3

」嚇4 

総
2
 

，
ノ
 

皆
さ
ん
の
所
持
し
て
い
る
石
器
、
土
器
 

（
ツ
ボ
）
の
勾
玉
や
昔
の
古
い
墓
、
石
 

碑
、
遺
品
な
ど
の
場
所
を
知
ら
せ
て
欲
し
 

い
と
の
こ
と
で
す
。
 

中
学
校
の
研
究
に
町
民
各
位
の
ご
協
力
 

を
切
望
し
ま
す
。
 

写
真
説
明
 

1
石
庖
丁
（
弥
生
式
時
代
I
稲
穂
を
そ
 

ぐ
に
便
用
）
 

2
石
槍
（
弥
生
式
時
代
I
武
器
と
し
て
 

使
用
）
 

3
ク
 

（
先
端
）
三
三
個
と
も
別
個
の
 

種
類
 

4
土
錘
（
弥
生
式
、
古
墳
式
？
I
漁
網
 

ー
お
も
り
）
 

以
上
、
い
ず
れ
も
草
場
で
出
土
 
赤
池
 

中
二
年
「
組
 
山
口
昇
君
発
見
 

連
絡
先
 

町
公
民
館
 
電
四
六
番
 
大
谷
主
事
 

赤
油
中
学
校
 
電
一
一
七
番
植
田
先
生
 

:
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．
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．
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．
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西
日
本
壮
年
体
力
テ
ス
ト
 

講

習

会

ひ

ら

く

 

受

講

者

 

大
 

谷
 
主
 
事
 

西
口
本
壮
年
体
力
テ
ス
ト
講
習
会
が
六
 

月
「
羊
」
百
か
ら
一
十
六
日
ま
で
徳
島
市
 

で
ひ
ら
か
れ
赤
池
町
公
民
館
か
ら
大
谷
が
 

受
網
し
ま
し
た
。
 

こ
の
講
習
会
の
ね
ら
い
は
、
ど
ん
な
環
 

境
に
あ
る
人
で
も
健
康
で
あ
り
，
豊
か
な
 

活
動
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
あ
 

り
ま
す
。
壮
年
体
力
テ
ス
ト
は
壮
年
層
の
 

人
大
が
日
常
生
活
の
基
本
と
な
る
体
力
を
 

確
か
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
に
基
 

づ
い
て
自
分
に
適
し
た
運
動
を
規
則
正
し
 

く
行
な
い
、
体
力
を
保
持
樹
遅
し
，
健
康
 

に
自
信
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
 

る
た
め
に
行
な
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

例
え
ば
、
総
理
府
が
調
査
し
た
結
果
 

〇
健
康
に
自
信
を
も
て
な
い
人
 

保
つ
た
め
に
も
釣
り
は
大
変
よ
い
と
思
い
 

ま
す
。
町
内
で
釣
り
の
同
好
者
に
よ
る
ク
 

ラ
ブ
を
組
織
し
て
相
互
の
技
術
を
習
得
す
 

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
釣
ク
ラ
プ
を
つ
く
 

ろ
う
と
言
う
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
釣
 

ク
ラ
プ
に
入
会
ご
希
望
の
方
は
次
の
所
に
 

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

申
込
場
所
 

〇
炭
鉱
マ
ー
ケ
ッ
ト
内
 

藤
井
薬
店
 

《
か
、
・
」
』
り
、
”
”
、
、
‘
《
）
u
 

〕
お
 

・
‘
し
一
 

・
ネ
ー
「
 

一
、
金
壱
封
 
立
花
 
清
文
殿
 

亡
母
ツ
ル
ョ
殿
（
炭
鉱
）
香
典
返
し
と
 

し
て
 

一
、
金
壱
封
 
皆
川
 
鹿
蔵
殿
 

亡
兄
金
次
郎
殿
（
市
場
）
香
典
返
し
と
 

し
て
 

一
、
金
壱
封
 
世
良
 

正
殿
 

亡
父
健
太
郎
殿
（
上
野
）
香
典
返
し
と
 

し
て
 

一
、
金
壱
封
 
水
貝
『
II
サ
オ
殿
 

亡
夫
義
一
殿
（
炭
鉱
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
壱
封
 
海
出
鉄
四
郎
殿
 

亡
息
清
殿
（
赤
池
）
香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
壱
封
 
池
田
 

幸
道
殿
 

亡
父
留
造
殿
（
赤
池
）
香
典
返
し
と
し
 

て
そ
れ
ぞ
れ
赤
池
町
民
生
事
業
助
成
会
へ
 

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
 

老
人
ホ
ー
ム
へ
 

温
い
慰
問
 

（
三
月
訪
問
者
〕
 

〇
市
場
保
脊
剛
？
周
長
 
立
花
杉
夫
様
 

外
職
員
、
園
児
、
伊
の
会
六
＋
名
 

（
男
三
分
の
こ
（
女
」
牙
の
ニ
）
 

〇
体
力
に
自
帰
熱
て
な
い
人
 

（
男
「
牙
の
二
）
 

（
女
四
分
の
三
）
 

こ
の
調
査
か
ら
わ
た
し
た
ち
は
日
常
生
 

活
で
健
康
に
お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

が
わ
か
り
ま
す
。
 

こ
の
テ
ス
ト
は
日
常
生
活
の
基
本
と
な
 

る
体
力
を
、
敏
し
さ
っ
性
、
瞬
発
力
、
筋
 

力
、
功
ち
性
（
器
用
さ
）
お
よ
び
持
久
性
 

に
つ
い
て
テ
ヌ
ト
し
、
実
施
し
こ
れ
が
集
 

計
さ
れ
ま
す
と
、
各
能
力
な
ら
び
に
総
合
 

的
な
体
力
の
現
状
を
は
あ
く
す
る
こ
と
が
 

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
 

公
民
館
で
は
次
の
要
領
で
テ
ス
ト
を
実
 

施
い
た
し
ま
す
。
 

〇
福
豊
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
 

社
長
 
硲
木
生
男
様
 

O
糸
田
町
婦
人
会
 
徳
和
一
枝
様
 

外
会
員
三
十
八
名
 

〇
赤
池
町
昭
和
町
 
山
本
 
親
様
 

（
四
月
訪
問
者
）
 

o
赤
池
町
稲
荷
町
婦
人
会
様
 

〇
福
豊
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
 

社
長
 
硲
木
生
男
様
 

〇
北
九
州
大
実
口
唱
団
様
 

〇
伏
見
舞
踊
赤
池
同
好
会
 

松
岡
 
泉
様
 

（
五
月
訪
問
音
）
 

〇
赤
池
炭
鉱
東
町
 
川
広
カ
ナ
様
 

崖
か
ら
転
落
寸
前
の
 

老
人
を
救
う
 

“
安
永
さ
ん
w
 

赤
油
郵
便
局
職
員
・
安
永
弘
さ
ん
（
鋤
 

木
田
）
は
こ
の
ほ
ど
南
町
で
失
神
状
態
で
 

三
米
の
崖
か
ら
転
落
寸
前
の
老
人
を
救
助
 

し
ま
し
た
。
 

、、～ ． ー 一 

安永さん 

安
永
さ
ん
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
郵
便
 

を
受
持
区
域
に
配
達
中
、
南
町
に
住
む
柳
 

寿
市
さ
ん
（
七
土
ハ
才
）
が
失
神
し
て
い
 

る
の
を
見
か
け
、
背
負
い
現
場
か
ら
二
O
 

〇
米
の
と
こ
ろ
に
あ
る
柳
さ
ん
の
自
宅
ま
 

で
お
く
り
と
ど
け
ま
し
た
安
永
さ
ん
は
、
 

こ
の
ほ
ど
郵
政
局
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
 

た。 安
永
さ
ん
は
日
頃
臓
場
で
は
温
厚
な
人
 

柄
で
同
僚
間
の
評
判
は
よ
く
、
立
直
な
好
 

青
年
で
、
救
助
に
あ
た
っ
た
事
は
，
や
る
 

べ
き
事
を
や
っ
た
だ
け
で
す
と
、
ご
く
当
 

然
の
こ
と
の
よ
う
に
話
し
て
い
七
J

に。 

・
 

o葬躍（年令
三土弘、 

〇
期
 
日
 

（
七
月
末
）
 

〇
所
 

中
学
体
育
館
 

）、I
、‘J
,r
、β〈』J
］万”引‘』ぐh
”】、 

笑
い
に
つ
つ
ま
れ
た
 

楽
し
い
一
日
 

ク
体
育
祭
4
 

昭
和
四
十
二
年
度
赤
池
町
体
育
祭
が
五
 

月
十
四
日
午
前
九
時
か
ら
町
民
グ
ラ
ウ
ン
 

ド
に
約
二
千
人
が
集
っ
て
ひ
ら
か
れ
ま
し
 

た． こ
の
日
、
雲
ひ
と
つ
な
い
絶
好
の
ス
ポ
 

ー
ツ
日
和
に
恵
ま
れ
朝
か
ら
汗
ば
む
ほ
ど
 

全
国
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
大
会
に
 

太
田
淳
一
君
選
ば
れ
る
 

七
月
ニ
十
四
日
か
ら
午
一
日
ま
で
全
 

国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会
が
、
日
本
体
育
 

協
会
の
主
催
で
、
静
岡
県
伊
豆
下
田
に
あ
 

る
「
ス
ポ
ー
ツ
小
」
年
団
セ
ン
タ
ー
」
で
開
 

催
さ
れ
ま
す
が
、
赤
池
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
 

君
 

田
 

太
 

藻
舞
鵬
難
母
血
瞬
事
 

団
リ
ー
 
ー
、
太
田
淳
一
君
（
市
場
）
鞍
 

手
高
が
福
岡
県
か
ら
二
十
名
派
遣
さ
れ
る
 

う
ち
の
一
人
に
選
ば
れ
て
参
加
す
る
よ
う
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
宿
営
と
野
営
で
団
に
必
要
 

な
技
術
を
体
得
し
た
り
、
文
部
省
の
ス
ポ
 

ー
ツ
テ
ス
ト
や
、
富
士
登
山
で
登
山
の
技
 

術
を
身
に
つ
け
た
り
、
全
国
の
仲
間
た
ち
 

と
而
町
村
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
情
 

報
を
交
換
し
た
り
。
地
域
ス
ポ
ー
ツ
少
年
 

団
を
よ
り
活
溌
に
す
る
た
め
開
催
さ
れ
ま
 

す
、
参
加
に
必
要
な
経
費
は
日
本
体
育
協
 

会
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

福
岡
県
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
 

大
会
に
大
城
・
安
永
君
参
加
 

七
月
一
干
一
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
福
 

岡
県
体
育
協
会
主
催
で
国
立
阿
蘇
青
年
の
 

家
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

赤
池
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
、
大
城
 

博
之
君
（
車
道
）
中
学
」
年
と
安
永
昌
彦
 

君
（
草
場
）
中
学
」
年
が
派
遣
さ
れ
る
こ
 

と
に
な
り
ま
し
た
．
 

〇
参
加
に
必
要
な
経
費
は
県
体
育
協
会
負
 

担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
運
動
の
目
的
は
「
小
さ
な
親
切
」
 

実
践
の
社
会
的
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
「
小
 

さ
な
親
切
」
を
社
会
慣
行
と
す
る
と
こ
ろ
 

に
あ
り
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
一
般
か
ら
 
「
小
さ
な
親
 

切
」
実
行
者
の
推
せ
ん
を
求
め
、
実
行
章
 

を
贈
呈
し
て
敬
意
を
表
し
．
運
動
推
進
に
 

―役場の就務時間 

0 平 日 午前8時30分～午後4時30分 

0 土曜日 午後12時15分まで 

0 祝 日 休みますが（緊急の場合は 

この限りで嚇ありません） 

0 電 話 （4番と46番） 

、’’・，’.''’~’“．『‘●’’・ 

1 あなたも小さな親切 

協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
 

を
主
た
る
事
業
に
し
て
い
 

ま
す
。
 

■
会
員
に
な
り
ま
し
 

よ
」
つ
 

一
〇
人
以
上
あ
つ
ま
り
 

ま
す
と
団
体
加
入
の
申
し
 

込
み
が
で
き
ま
す
。
団
体
 

の
会
費
は
一
年
間
一
（
×
）
 

円
、
団
体
会
員
に
は
団
体
 

会
員
章
を
送
り
、
一
〇
人
 

に
一
冊
の
 

割
で
月
刊
誌
「
小
さ
な
親
 

切
」
を
送
り
ま
す
。
 

■
「
小
さ
な
親
切
」
 

実
行
者
の
推
せ
ん
 

「
小
さ
な
親
切
」
を
受
 

け
た
り
、
見
た
り
し
た
ら
 

投
書
し
ま
す
。
そ
の
結
果
 

を
定
期
的
に
係
が
一
括
本
 

部
あ
て
推
せ
ん
し
ま
す
。
 

、
で
は
毎
月
二
十
五
日
に
 

I推
せ
ん
を
し
め
切
、
翌
二
・
 

〇
福
豊
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
 

社
長
 
硲
木
生
男
様
 

〇
直
方
市
一
藤
民
謡
会
 
井
浦
ヤ
エ
ノ
様
 

外
十
六
名
 

（
六
月
訪
問
者
）
 

〇
福
豊
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
 

社
長
 
硲
木
ル
車
様
 

十
五
日
に
発
表
し
実
行
章
を
お
く
り
ま
す
 

〇
本
町
の
推
せ
ん
先
 
赤
池
町
公
民
館
 

〇
推
せ
ん
方
法
 

ハ
ガ
キ
又
は
電
話
で
 

（
名
前
・
失
「
・
性
別
・
住
所
・
い
つ
 

・
ど
こ
で
・
何
を
し
た
）
 

〇
係
で
は
次
の
本
部
あ
て
推
せ
ん
い
た
し
 

ま
す
。
 

〇
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
本
部
 

墓
示
都
千
代
田
区
神
田
「
崎
町
一
T
 

】一O 

■
発
 

表
 

n
訴
行
章
贈
呈
者
氏
名
は
、
毎
月
二
＋
六
 

日
の
毎
日
新
聞
地
方
阪
そ
の
他
に
発
表
 

さ
れ
ま
す
。
 

実
行
章
贈
呈
者
数
県
別
表
 

▲
全
国
加
入
団
体
数
 
八
二
四
団
体
 

ク
加
入
団
員
数
 

一
二
一
、
一
九
七
名
 

実
行
者
贈
呈
数
 
四
五
、
四
六
〇
名
 

（
九
州
関
係
）
 

県 名 
贈 呈J 者 数 

大 人 子ども 計 

瓜 岡 503 2,364 2,867 

佐 賀 49 193 242 

長 崎 183 104 287 

熊 本 69 134 203 

大 分 1,018 1,011 2,029 

宮 崎 69 32 101 

鹿児島 316 254 570 

合 計 2,207 4,092 6,299 

1ぴ
強
い
日
ざ
し
を
う
け
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
 

．
賛
を
先
頭
に
保
育
園
児
、
身
体
障
害
 

者
、
青
年
、
子
ど
も
会
の
入
場
、
開
会
式
 

で
は
健
康
優
良
家
庭
の
表
彰
で
「
今
川
さ
 

ん
（
上
野
）
ら
他
六
一
世
帯
の
表
彰
を
行
 

な
い
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
う
つ
り
、
保
 

青
園
対
抗
リ
レ
ー
や
、
地
区
公
民
館
対
抗
 

リ
レ
ー
あ
め
食
い
競
争
な
ど
で
子
ど
も
た
 

ち
の
顔
は
真
白
で
ゴ
ー
ル
す
る
な
ど
、
笑
 

い
に
つ
つ
ま
れ
た
た
の
し
い
一
日
で
し
た
 

▼
忘
 

れ
 
者
▲
 

体
育
祭
が
終
了
し
て
清
掃
し
て
い
ま
し
 

た
ら
忘
れ
者
が
あ
り
係
員
が
本
部
ま
で
届
 

け
て
い
ま
す
。
 

品
名
 
市
場
小
学
校
の
制
帽
 

ク
 

紺
色
野
球
帽
マ
ー
ク
G
 

ク
 

白
野
球
帽
、
（
小
林
政
君
ネ
ー
ム
 

入
る
）
 

ク
 

花
の
刺
し
ゅ
う
入
り
で
サ
チ
コ
 

の
ネ
ー
ム
入
る
 

心
当
り
の
方
は
赤
池
町
公
民
館
ま
で
お
 

い
で
下
さ
い
。
 

ノ《 大
事
な
朝
の
第
一
歩
 

エ

チ

ケ

ッ

ト

 

私
た
ち
は
出
勤
ま
で
に
朝
刊
に
目
を
通
 

す
ぐ
ら
い
の
余
裕
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
 

出
動
に
あ
た
っ
て
送
り
出
す
家
族
の
方
 

は
「
毎
日
の
勤
勢
こ
苦
労
さ
ま
」
と
い
う
 

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
あ
り
た
い
。
 

出
勤
前
に
不
愉
快
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
 

と
、
そ
の
日
一
日
、
お
も
し
ろ
く
な
い
 

し
、
帰
宅
の
と
き
も
ま
だ
そ
の
重
い
気
持
 

ち
が
残
っ
て
後
味
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

交
通
事
故
や
職
場
で
の
不
慮
の
災
害
な
 

ど
も
こ
の
よ
う
な
原
因
で
起
る
こ
と
が
多
 

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
家
庭
内
に
余
裕
が
あ
 

れ
ば
靴
ぐ
ら
い
磨
い
た
り
、
シ
ャ
ツ
や
持
 

ち
物
の
世
話
も
細
か
く
心
を
使
っ
て
上
げ
 

る
よ
う
に
こ
ま
か
く
心
を
使
う
べ
き
で
は
 

な
い
で
し
さ
つ
か
。
 

わ
た
し
た
ち
は
出
勤
の
と
き
「
行
っ
て
 

き
ま
す
」
 
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
朝
 

は
明
る
い
気
持
ち
で
踏
み
出
し
た
い
。
本
 

人
と
家
族
の
協
力
で
毎
日
明
る
く
出
動
が
 

で
き
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
も
働
く
意
欲
の
 

昂
揚
に
役
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
 



か い け （8) あ 報
 

広
 

ク

ワ

ー

ッ

大

き

い

ぞ

ク

 

少

年

魚

釣

り

大

会

開

く

 

こ
の
ほ
ど
少
年
魚
つ
り
大
会
が
上
野
に
 

あ
る
陥
落
池
で
三
十
八
名
参
加
し
て
行
な
 

わ
れ
ま
し
た
．
 

こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
水
面
に
た
れ
 

（大会に参加した少年たち） 

た
子
ど
も
達
の
釣
系
 

に
元
気
の
よ
い
フ
ナ
 

が
銀
り
ん
を
は
ね
る
 

そ
の
た
び
に
子
ど
も
 

達
の
歓
声
が
い
つ
ま
 

で
も
響
い
て
い
た
。
 

こ
の
釣
大
会
は
き
 

ょ
ね
ん
か
ら
催
さ
れ
 

今
年
は
フ
ナ
の
食
い
 

が
悪
る
く
、
そ
れ
で
 

も
「
倉
下
 
勇
」
君
 

市
場
恋
子
校
六
年
生
 

（
北
町
）
が
五
寸
の
 

フ
ナ
ー
西
．
小
フ
ナ
 

四
匹
計
六
匹
釣
っ
て
 

本
年
度
の
大
会
の
賞
 

を
獲
得
し
ま
し
た
。
 

野
外
活
動
研
修
会
ひ
ら
く
 

廿
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
n
 

赤
池
町
ス
未
ー
ツ
少
年
団
野
外
活
動
講
 

習
会
が
六
月
十
七
．
八
日
の
二
日
間
北
町
 

グ
フ
ウ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

団
員
は
キ
ャ
ン
プ
の
目
的
か
ら
終
始
機
 

敏
な
動
作
を
求
め
ら
れ
、
団
活
動
に
必
要
 

な
技
能
を
体
得
し
ま
し
た
。
 

夜
は
厳
粛
な
う
ち
に
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
 

フ
ア
イ
ヤ
ー
の
つ
ど
い
で
歌
や
寸
劇
を
楽
 

し
ん
だ
り
空
を
見
あ
げ
て
は
星
座
の
話
し
 

や
星
の
伝
説
に
耳
を
傾
け
た
り
多
彩
な
プ
 

ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
に
無
事
と
じ
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
仲
間
を
深
く
結
び
つ
け
る
 

と
は
美
し
い
自
然
の
中
で
共
同
雄
古
を
営
 

（
 
「 

ん
だ
こ
と
と
 

労
苦
を
と
も
 

に
し
た
こ
と
 

に
よ
る
他
．
 

何
も
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

教
育
キ
ャ
ン
プ
は
青
少
年
を
健
全
に
育
 

成
す
る
の
に
適
し
た
有
意
義
な
プ
ロ
グ
ラ
 

ム
の
ー
つ
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
て
全
 

日
程
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
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青年学級が開かれています I 

青年諸君ノ挙って入級しましよう ）、 

①（この学級の他にグループ学習が実施されています i 

7月z2 Sキき些客壬tケット） 
ク 24日 （土） コーラス 

8 月5日（土）西洋料理について 

ク 12日（土） 和料理について 

、 ク 19日 （土） 中国料理について 
二 . ')L口 ‘4 -' '1 一こヲプン月こt語 , 

三言は尚皇象響呆尺i 動茄( )マスョミ三妥花について 

糾無嶋響多I 二 196 出欝騒誘いて 
な服公戦 二赤一で‘ ク 23日 （土）フオークダンスとコークス f 

ぞ譲語旨 を留昌鯖g ク30日（土）体育と生活につりて 
いユま込 、学民が’②中央青年学級は毎週土曜日千後7.30分より9 .30分j 

手柔冨書 悪讐多嘗i 吉で第三登界嶋E三門り旦墜ま二この学級は歌とI 
。1 しす-t 町 対ワま 、 ノ二てー乙／ごメーノノメな『はd'Iノじョoぜノよ9 。 , 

金発早 錆警下是I ⑧青ぎ了芭セIき誰れでも結構ですからお誘いおわせの1 
尋 ブ＝ 1 ョ、ぐ ＝＃ つ雷 ． ‘ トr ”こ． ト；A し、一 ‘ 
~ 、 I /J d 、 、ー 、 ー一ー中ーーり～ ’ ー ’ ' 

中
学
校
野
球
部
二
連
勝
 

「
町
民
野
球
大
会
」
 

こ
の
ほ
ど
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
八
チ
ー
ム
 

参
加
し
て
春
季
野
球
大
会
が
行
な
わ
れ
赤
 

池
中
学
校
が
市
場
八
区
を
破
り
昨
秋
に
引
 

き
続
き
慶
勝
し
ま
し
た
．
 

▼
定
期
戦
の
 

結
果
▲
 

皇
ハ
月
十
五
日
町
民
 

グ
ラ
ン
ド
で
、
赤
池
 

町
役
場
I
郵
便
局
と
対
戦
し
ま
し
た
が
 

や
 

森
峰
村
林
村
川
川
林
永
藤
林
川
 

？
 

×．】‘ 

谷
 

ウ
 
西
長
上
高
野
馴
高
福
斉
高
癒
 

メ
 
i
J

」
‘
目
コ
ー
才
『
‘
1

う
，
J
 

（優勝した赤池中ナイン） 

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
 

第

三

回

上

野

峡

俳

句

大

会

 

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
 

こ
の
ほ
ど
上
野
峡
俳
句
大
会
は
町
公
民
 

館
俳
句
会
主
催
で
、
選
者
に
白
石
天
留
翁
 

先
生
を
迎
え
て
行
な
は
れ
、
筑
豊
及
び
北
 

九
州
よ
り
の
参
加
が
あ
り
盛
会
の
｝
つ
ち
散
 

会
し
ま
し
た
．
 

白
石
天
留
翁
先
生
選
旬
 

一 

特
 

選
 

広
き
間
を
広
く
つ
か
い
て
春
の
句
座
 

池
田
 

一歩 

山
宿
は
時
間
に
疎
し
木
瓜
の
花
 

岩
井
 
鬼
童
 

春
雨
や
滝
た
か
ぶ
り
も
な
く
落
つ
る
 

下
田
水
心
子
 

入
 

選
 

傘
さ
し
て
連
拙
の
坂
登
り
け
り
 

田
沖
 
水
神
 

も
ろ
も
ろ
の
芽
木
に
又
降
る
雨
し
ず
か
 

多
木
 
水
景
 

う
わ
さ
あ
る
大
き
な
屋
敷
花
椿
 

下
田
か
な
め
 

か
た
ま
り
て
シ
ク
ラ
メ
ン
咲
く
窯
も
見
て
 

他
口
た
も
つ
 

春
雨
に
四
十
尺
の
滝
白
く
 

戸
一
 

桜
 
ん
 
坊
 

石
仏
の
供
華
は
沈
丁
と
国
柳
 

東
 

賛
太
 

白
石
天
留
翁
先
生
吟
 

連
翻
は
こ
と
に
明
る
し
雨
の
日
も
 

池
田
紫
酔
先
生
吟
 

芽
木
雫
風
を
誘
い
て
い
る
と
こ
ろ
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●I
.,‘，、●●．●●I
●？；、●、．・●I
．●●，，■・．●●《？1
・
、
●
，
●
‘
‘
．
●
●
？
，
●
■
．
●
．
‘
？
●
？
，
●
…
．
‘
．
・
．
．
●
一
 

夏
の
ボ
ー
ナ
ス
は
 

郵
便
貯
金
へ
 

郵
政
省
で
は
六
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
 

一
日
ま
で
「
夏
期
郵
便
貯
金
増
強
運
動
」
 

を
全
国
的
に
実
施
し
ま
す
。
 

こ
の
運
動
は
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
臨
時
 

収
入
の
貯
金
化
を
呼
び
か
け
、
長
期
計
画
 

貯
蓄
の
実
せ
ん
を
お
す
す
め
し
て
，
財
産
 

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
す
る
と
と
も
に
、
 

郵
便
貯
金
の
増
強
を
通
じ
て
、
財
政
投
融
 

資
資
金
の
確
保
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
 

で
す
．
 

今
年
の
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
は
経
済
界
の
本
 

格
的
景
気
立
ち
直
り
に
よ
る
好
況
が
伝
え
 

ら
れ
て
お
り
、
全
股
的
に
は
、
昨
年
の
支
 

給
の
＋
一
な
い
し
十
二
％
以
上
の
ア
ッ
プ
 

が
見
込
ま
れ
、
支
給
額
は
，
一
兆
三
四
〇
 

標
は
」
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
と
し
て
、
史
上
最
高
 

，
工
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

/
 

，一 

一
 

又
、
夏
の
ボ
ー
ナ
ズ
は
、
総
理
府
統
計
 

局
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
五
五
％
以
上
 

を
畔
蓄
に
回
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
 

て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
夏
の
ボ
ー
 

ナ
ヌ
は
「
貯
蓄
型
の
ボ
ー
ナ
ス
」
だ
と
も
 

・
心
え
ま
す
。
あ
な
た
も
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
 

郵
便
貯
金
で
財
産
づ
く
り
を
お
始
め
に
な
 

り
ま
せ
ん
か
．
 

郵
便
貯
金
に
は
、
あ
な
た
の
収
入
に
合
 

わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
の
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
利
用
を
、
お
ま
ち
 

し
て
い
ま
す
．
 

赤
池
郵
便
局
貯
金
係
 

鵬
か
 


